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プラスチック消費大国・日本

２０１7年
 ９０３万トン

日本で発生するプラスチックのリサイク

ル率は86％にもなりますが、そのうちの

大半は焼却処理をして熱エネルギーと

して回収する「サーマルリサイクル」で、

化石燃料を燃やし、ＣＯ2を排出してい

ます。環境負荷が高いリサイクル方法と

言えます。

レジ袋や商品包装など、生活の中でプラスチックを利用することが当然となってい

る日本。世界的に見ても、一人当たりの容器包装プラスチックの排出量が世界第2
位＊1と、「プラスチック消費大国」と言っても過言ではありません。

プラスチックはリサイクルされている？

まずはリデュース！

３R（スリーアール）という言葉をよく耳にします。リデュース（Reduce:発生抑制）、

リユース（Reuse:再使用）、リサイクル（Recycle:再資源化）、３つの言葉の頭文

字をとったものですが、この3つには優先順位があります。一番大切なことは、ごみ

を発生させないこと＝リデュースです。

＊2：一般社団法人プラスチック循環利用協会（2019）

＊1：国連環境計画（UNEP）(2018)　

＊2

お問合せ：ごみ対策課
042-523-2111(内線6748)

（材料リサイクル）

（化学リサイクル）

（熱回収）

（焼却・埋立）

※現在、立川市で収集した容器包装プラスチックの約7割はケミカルリサイクルされていますが、約3
割は汚れによりリサイクルできないため焼却しています。プラスチックの汚れはふき取るか、残り水等
ですすいできれいにしてから出してください。



私たちが使ったプラスチックの一部が、風や

雨で水路や川に流されて海へたどり着きます。

それらが紫外線や波の力などによって5ｍｍ

以下のマイクロプラスチックに分解されると、

魚などの海洋生物が食べてしまいます。その

魚は、私たちの食卓に並ぶかもしれません。

2050年には海の中のプラスチックの量が海

の中の魚の量を上回る＊4ともいわれています。

一人ひとりがプラスチックの利用量を減らす

ことが大切です。

　 　レジ袋が有料になる！？

　 　もらわないことから始めよう～マイバッグ推奨運動実施中～

　 　私たちの生活と海はつながっている

プラスチックを減らすために、私たちができること
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コンビニやスーパーで気軽に受け取っているレジ袋。日本では

一日一人あたり1袋、年間約400億枚＊3が消費されているとい

われています。このレジ袋、実は2020年から全面有料化する

方針を国が表明しています。

今年のマイバッグ推奨サポーターは旧多摩

川小学校（現たちかわ創造舎）に活動拠点

を置くプロサイクリングチームの東京ヴェン

トスです。多摩川河川敷の清掃活動や、子

ども向けサイクリング教室の開催など、地域

貢献をしています。

2019年マイバッグ推奨ポスター

１０月はマイバッグ推奨運動強化月間です。

市内のスーパーや小売店でマイバッグの

持参や、簡易包装への協力を呼びかけて

います。マイバッグを持ち歩き、レジ袋

をもらわない習慣を身に付けましょう。

プラスチックをえさと間違えて食べてしまいます

マイバッグでお買い物！

＊4：世界経済フォーラム（ダボス会議）資料（2016）

＊3：酒井伸一　et al（2009）



店頭回収ってなんだろう？　 　
白色トレーやペットボトルの回収ボックス

を設置しているお店がありますが、このよ

うな店頭回収は、容器包装リサイクル法に

定められた責務を超え、お店が社会的責

務や地域貢献活動として自主的に取り組

んでいるものです。

店頭回収実施店舗
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お店によって回収している品目が違います。必ず、すすいできれいにしてか

ら、お店のルールを守って返しましょう。汚れたものや、回収品目以外のものが入っ

ているとリサイクルができなくなります。

店頭回収で返そう！

買い物のついでに店頭回収を利用すれば、家庭に資源が溜まらず、リサイクルの

効率も上がります。お店の店頭回収を上手に利用しましょう。



SDGｓの達成に向け、世界中の国や企業が行動しています。各国が取り組むレジ袋

使用の禁止・有料化や、各企業が取り組むプラスチック製品の削減もその一つです。

しかし、目標の達成のためには、国や企業だけでなく、私たち一人ひとりが行動する

必要があります。「マイバッグ・マイボトルを利用する」「必要なものだけを買う」「生

ごみの水切りをする」など、普段のライフスタイルを少し見直すだけでできる

こともたくさんあります。地球環境のためにも、将来を担う子どもたちのためにも、で

きることから始めてみませんか。

12.つくる責任・つかう責任

持続可能な生産と消費を推進していくための目標で、３Ｒなどを通じて廃棄物を

大幅に減らすことや、食料の廃棄を半減させること、化学物質や廃棄物の大気、

水、土壌への放出を大幅に減らすことなどが盛り込まれています。
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14.海の豊かさを守ろう

海ごみなどによる海の汚れを防ぐこと、海の環境をこわすような魚の取り方を禁止す

ること、貧しい国や小さな島々などに対して海の資源をきちんと守り、管理するため

の支援を行うこと、などがあげられます。

ごみ減量に関係する目標　 　

SDGｓは、貧困、飢餓、平和、環境など17分野の世界が抱える課題を、2030年までに

解決するために国連で採択されたもので、「持続可能な開発目標」と訳されます。言

い換えると、世界のすべての人がより良い生活を送れるように、世界が一丸となって取

り組むべき目標と言えます。

SDGsで定められた17の目標　　それぞれの分野をアイコン化してイメージしやすくしています

SDGｓの17の目標のうち、環境への取り組み、特にごみ減量に関わるものを紹介します。

私たちにできること　 　


